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〈活動報告〉
華東師範大学・北京師範大学・上海市教育科学研究院との
研究交流活動
平成27年度後半に標記の大学および研究院と
の間で行った1iJf究交流活動の大要を報告する。
1.博士課程進学説明会
1月lEl～5 13に人間系専攻合同による博士
課程進学説明会を、華東姉範、北京日Jljfj＇（~ の fjfij大
開催した。教育学域からは浜田博文、藤！日
晃之、上回孝典が参加した。
i1~東 (ifjj 範大学で、は 11 月 2 臼の 9 :30～11:30に
任友群副校長、黄理教授（教育学部副主任）、楊
福義教授（教育学部国際部主任）、張方暁（研究
生院培養処lfij処長）、李偉勝教授（教育管理系主
任）、孫攻隣教授（職業教育と成人教育副所長）
と各教員の専門分til'に関する交流を行った。あ
わせて、ダブルデイグリー・プログラムの開設
に向けて両校の教育学関係専攻の院生・教員の
相互交流を拡充することについて積極的な
交換を行い、年度内に本学の教員・院生の数名
仁I］して研究フォーラム等を開催すること
の合意が交わされた。その日の14:00～16:00に
専攻説明会が開催され、約10~1 の参加者があっ
た。いずれも熱心に留学を希望している学牛ーで、
あった。
lHJ 4日の10:10～11:30には北京r:nは1!［£大学で、
教員交流会を開催した。桑！！I元副教授（教師教
育研究センター）、武海涛（ l~l
任）、黄欣（教学事務室主任）が出席された。進
学説明会は14:00～16:00に行われ、参加者は16
名で、し寸Jれも熱心な学生で、あった。
2.大学続生による研究フォーラムの開催等
人間総合科学研究科の「革新的な教育プロジ
ェクトJ経費交付を受けて、平成28'.fl三3月1日
～6日の臼程で、大学院生 6名と教員 3名を
自jfl範大学および、上海市教育科学研究院に派遣し、
研究者－
の訪問者は、！主司一子、上回孝典、浜田博文で、
院生の訪問者は、勝目：i光、栗原和弘、高：I！｝貴大、
本国辰雄、 TlilJ1官、王厳格であった。
3月2Elには上海市教育科学研究院を訪問し、
陳国良院長、張疋高Jj院長、国家教育部普通教育
研究所の楊金芳主任ほか、多くの研究者等と研
究交流を行った。その際、楊主任から、
育学域の研究者との共同研究と、平成28年度に
本学へ是非とも訪問して研究交流を図りたいと
いう申し入れがあった。 3月3自には上海市内
の公立小学校2i交を訪問し、授業を参観すると
ともに各学校の校長・教員との交流会を行い、
活発な意見交換が行われた。
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3月4自の13:00～16:00には、
の博士課程院生5名と
中教育学研究フォーラムが開催された。これは、
翌3）~ 5 ［ヨに予定されている「筑波大学フェア
2016Jのプレイベントとして位置づけられた国
際フォーラムである。すべての院生は自身の研
究を英語で発表し、相互の教員・院生が質問し
て協議するという会で、たいへん充実した町f究
フォーラムであった。続いて16:00～17:30には
進学説明会を開催した。参加者は約10名であっ
たが、現役院生と熱心な長疑応答が交わされた。
3 Y:J5日の13:00～17:00には現地在住の本学
まって「筑波大学フェア2016Jが
開催された。本学の海外拠点のーっとし
nm範大学内に設置されている上海オフィスが主
催したイベントである。その後半には［グロー
パル化H寺代の人材育成jを主題とするシンポジ
ウムがl~iJ かれた。登壇者は伊藤異高lj学長、 1i<:Ei 
誠氏（三菱商事）、練氷｜明氏（｜二海｛；｜｜坤江大学教
授）とは：；~rn 1専文で、依Ei氏は本学の卒業生、陳
教授は1-:i教育学研ヲt科の修了生である。
（＊この派遣プログラムについては幸17-告書を
PDFファイルで作成し、＇￥： J或教員およびi専士
訪：程院生にはメール
3.華東師範大学一行の本学訪問
3月101ヨに、 if:東il/j範大学から任友群副学長、
、呉遵j乏教授、 j創立
（臼本話学部主任）、 1Il化寅j乏（審計算処
処長）、屠i坑 i明氏（ I謹l際交流~日本事務担当）、
（日本同窓会会長）の一行が本学を訪
問された。その際、井日3仁IJJ~ 、 1:1ヨ斐雄官II 、清
上日1孝典、浜田博文が面会して同校の
問で是非ともダブルデイグリー－プログラムを
l~t1 ~支したいと提案し、意見交換を行った。先方
も積極的に受け止めて、今後、平成28年度中に
より具体的な協議を進めていくことになった。
（文責：浜田博文）
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